
「全国高校生マイプロジェクトアワード 2023 茨城県プレ Summit募集」の説明会を行いました。 

～特定非営利活動法人 E-innovation理事長の佐々木康喬様（学校評議員）が生徒に説明～ 

 

11月22日（水）15:45～16:20に、「全国高校生マイプロジェクトアワード 2023 茨城県プレ Summit募集」の

説明会を行いました。 

この大会は、令和６年３月に開催される「全国高校生マイプロジェクトアワード全国大会」の茨城県の予選会

として、茨城県で初めての開催となります。全国大会は、全国の高校生が一堂に会し学び合う、日本最大級の実

践型探究学習アワードとして文部科学省が後援しています。 

今回の説明会は、県大会の応募方法について、特定非営利活動法人 E-innovation理事長の佐々木康喬様が、

電子黒板に資料を映して、ていねいに説明してくださいました。また、生徒の質問に答える形で、元予備校講師

の経験を生かして、学力向上の方法についてアドバイスしていただきました。 

 茨城県大会は、令和６年２月４日（日）にオンラインで開催されます。説明会には、１・２年生合計 14名が参

加しました。茨城県大会に多くの生徒が応募して、探究活動を通して、将来の夢を見つけて、その夢を実現して

もらいたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 11月24日 

【佐々木様からの主な説明・アドバイス】 

１ 茨城県大会の応募方法について 

・探究学習を通して、自分の将来の夢を見つけてもらいたい。その夢を実現させるためにそうすればよいか情報を集め

るとともに、学校の授業を大切にして、計画的に学習に取り組んで必要な力を身に付けてもらいたい。 

・探究のテーマは、例えば、「もてる秘訣を考える」「自分で占いをつくる」などが過去の全国大会であったが、自分自

身の身近なことで興味のあることや疑問に思うことでよい。 

・この大会を通して、探究スキルや、プレゼンテーションスキルを高めてもらいたい。 

２ 学力向上の方法について（「学力を上げるために大切なことは何ですか」という生徒の質問に答える形） 

・スポーツも同様だが、正しい方法で学習しないと学力は上がらない（時間をかければよいのではない）。 

・どうしても時間がない時は、帰宅後、教科書をパラパラとめくり、その日の授業内容を確認するだけでも違う。 

・正しい方法の一つとして、ノートの使い方を工夫してもらいたい（図 まとめノート）。 

・国語や英語の学力を上げるには、まずは語彙力・単語力を増やすことが重要である。 

・模試は判定結果を見ることはなく、判定用紙の裏側に記載された得意・不得意分野を確認することが重要である。 

・模試で間違えた問題のコピーをノートに貼って、１週間寝かしても解けるようにするとよい（間違いノートをつくる）。 

・学力向上のためには、毎日の授業をしっかりと取り組む（先生の話を聞く、ノートを書く）ことが大切である。 

 ①授業の板書を記入。 ②授業の

学習内容

のキーワ

ードを記

入。 

③まとめ（自宅で記入） 

教科書を見て、学習した内容・ポイントを

自分でまとめる（ふりかえり）。 

図 まとめノート（１ページ分） 

生徒14名が参加 「まとめノート」の説明 

説明会のようす 
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開催
概要

エントリー
期間

17:00
（金）

全国の高校生が一堂に会し学び合う、日本最大級の実践型探究学習アワード。全国 20 地域・28日程で開催！

12/8
2023/11/1 (水)～

マイプロジェクトアワードエントリー・詳細はコチラから！

応募資格

「書類」
「動画」（地域Summit）
「全国 Summit」
評価基準

「書類」評価基準 ・成功・失敗にかかわらず、実践を行ってきたか

・自ら意志を持ってゴールの設定や取り組みの推進をしてきたか
・目指す未来に向け、好奇心をもって試行錯誤や挑戦をしてきたか

・多様な人たちと対話し、協力しながら取り組んできたか
・独りよがりでなく周囲に好影響を与え、価値を創りだしてきたか

・目指す未来や本質に迫る問いや仮説を描いてきたか
・プロジェクトを通じて自分なりの学びを得て、次へ活かそうとしているか

アクション（活動実践）

オーナーシップ （主体性） 

コ・クリエーション（協働性） 

ラーニング （探究性）

※全国 S umm i t の出場プロジェクトの選考は、地域 S umm i t 後に提出いただく動画等を以て行います

後援：

日時

開催形態

茨城県プレSummit文部科学省

2024/

「
わ
た
し
」か
ら

は
じ
め
る

未
来

お問い合わせ：
Ma i l：

・高校生またはそれに準ずる年齢で、茨城県内に在学もしくは在住の方
・身の回りの課題に対して自ら考え行動した経験がある方
・マイプロジェクトアワードは、高校生各人が主体的に参加をする場となります。エントリーの際は、自らの意思で主体的にエントリーをお願いします。

マイプロジェクト茨城県事務局（特定非営利活動法人E-nnovation）
ibaraki -mypro@katar iba.net

2/4（日）

全国 20地域日本最大級の学びの“祭典”

オンライン



マイプロジェクトアワード

エントリー・詳細はコチラから！

P R E S E N T E D  B Y  

全国高校生MY PROJECT AWARD は、自ら気づいた問いを探究し、実際に行動してきた高校生のための「学びの祭典」。
取り組んできたプロジェクト・探究を振り返り、発表し、フィードバックをもらい、各地の仲間と出会う機会になります。

様々な背景を持つ高校生が、学校・地域を超えて学び合う、日本最大級の学びの祭典。

★SPECIAL EXPERIENCE　マイプロジェクトアワードで経験できること

全国の高校生との一生モノの出会い
学校や地域を超えて多くの高校生が集まるアワード。お互いに興味・関心・課題意識はバラバラで
も、マイプロジェクトという共通体験をもつ同世代との交流は、これからの人生をより彩り豊かにす
るはず。ここにしかない出会いがきっとあります。

プロジェクト・探究を通じた「学び」を言語化する
活動の規模・成果やプレゼンテーションの派手さは問いません。たとえプロジェクトが失敗に終わっ
ても、あなただけの気づきがきっとある。ただ発表をして終わりではなく、活動や自分自身について
周りの仲間や大人とともにじっくりと振り返りを行います。自分の可能性をさらに広げるチャンス！

★SCHEDULE　開催スケジュール

結果通知

11 月 12 月

「エントリー」

「書類選考」
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地域 Summit（ 2023 年12月～2024 年2月 ）

1 月 2 月

上記エリアに在住在学の方で、上記Summitの日程がどうしても
合わない場合は 12/27（水）の「予備 Summit」に参加可

上記エリアに記載のない道府県在住・在学の方は
オンラインSummitにエントリーいただけます

長野県
［Day1・2］12/9-10（土-日）　［Day3］1/27（土）

群馬県
1/28(日)

福井県
1/28(日)

京都府
1/20(土)

広島県
1/28(日)

島根県
調整中

山口県
2/4(日)

2/4(日)
茨城県プレ

山形県
2/4(日)

福島県
1/27(土) 12/17(日)

新潟県

青森県
1/27(土)

岩手県
1/21(日) 調整中

宮城県

1/27(土)
岐阜県

1/21(日)
熊本県

宮崎県
2/4(日) 1/6(土)

※ほか一部Summit
調整中

沖縄県
1/21(日)
長崎県

オンラインSummit A / オンラインSummit B
12/26（火）or1/17（水）or 1/19（金）or 1/20（土）

※一部地域を除く

※一部地域を除く

2月中旬
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2月下旬

2月24日

12 月中旬を予定

※一部地域を除き、別途提出していただく動画をもとに、
地域 Summit Advancedへの選考を行います。
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プロジェクトや探究をともに深める
社会の様々な分野で活躍する大人たちや参加高校生と、プロジェクトや探究の「その後の姿」や
「これまでやってきた意味」などをともに考えます。意見やアイデアがほしいことを他の参加者に
聞く機会にも！

主催：
共催：
後援：

お問い合わせ：
Mail：

全国高校生マイプロジェクト実行委員会
マイプロジェクト茨城県事務局（特定非営利活動法人 E-nnovation）
文部科学省
マイプロジェクト茨城県事務局（特定非営利活動法人 E-nnovation）
ibaraki-mypro@katariba.net


